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議会報告会 報告書 

 

担当班：  ３班   班代表者：森本 富夫             

 

概要 

地区名 ： 畑地区 

日時  ： 平成 25年 2 月 15 日（金） 

         19：30～ ：21：15 

場所  ： みたけ会館 

参加人数： 12 人(男 11 人・女 1人) 

【出席議員】 

森本富夫 

植村 満 

前田えり子 

隅田雅春 

渡辺拓道 

足立義則 

（１）開会あいさつ ： 森本 

（２）議会報告   ： 渡辺 

（３）質疑応答   ： 下記参照 

（４）意見・提言等 ： 下記参照 

（５）閉会あいさつ ： 隅田 

 

挨拶・総括    ： 森本 

司会進行     ： 足立 

報告・ＰＰ操作  ： 渡辺 

受付       ： 前田 

記録       ： 植村 

写真･会場（マイク）： 隅田 

 

【主な質疑】 

質疑・意見 回答 

・議会報告会を生かし、議会からの政策提案に努めてほしい。 

・議会報告会での意見を活用しながら、政策提案に努め、市政に反映させま

す。 

・このような意見が出たことを、全議員に報告しました。 

・意見交換希望調書作成に当たり、事前に報告会等の資料提供を願い

たい。 

・今後、検討します。 

・このような意見が出たことを、全議員に報告しました。 

・農都宣言をしているが、農業用施設改修(頭首工)の地元負担が多く、

農家は維持に困窮しており支援策が必要と考える。 

・多くの地域で意見が出ています。農業用施設の維持管理は必要不可欠とな

っており、執行者に、意見があったことを伝えます。 
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質疑・意見 回答 

・緊急時の病院輪番制などの徹底と、緊急対応マニュアルが必要では

ないか。 
・執行者に、意見があったことを伝えます。 

・「市議会だより」に報告会の内容を掲載するなど、内容の充実等の

工夫を。 

・積極的に検討します。 

・このような意見が出たことを、全議員に報告しました。 

・零細な個人農家に対する支援策を充実させてほしい。 
・このような意見が出たことを、全議員に報告しました。 

・執行者に、意見があったことを伝えます。 

・里山整備が必要ではないか。高齢化により地元では対応することが

できない。 

・ペレットなどを作成し、事業を進めていますが、目に見える大きな里山整備

は進んでいないのが現実です。 
・執行者に、意見があったことを伝えます。 

・兵庫医大の緊急時における初診受け入れ拒否は問題である。 ・執行者に、意見があったことを伝えます。 

・畑小学校の校舎や跡地の活用方法をどのようにするのか。(地元で

できることには限界がある) 

・地域の皆さんとともに考えていきたいと考えます。 

・執行者に、意見があったことを伝えます。 

 


